
 

地域若者サポートステーションにおける若者 

への相談支援のノウハウや学校との協働について応用 

プログラムの実施 

生福貸付世帯の対象者を支援につなげる 

地域の若年層への伴走型相談支援 

プログラムの実施 

第３期 東社協３か年計画（平成 25～27 年度新規重点事業計画）事業 

東京都社会福祉協議会「低所得世帯の若者の支援プロジェクト」について 
 

施設を退所する若者と同様に、家庭からの支援が十分に得られない若者への支援を構築することを目指し、中学～高校生の年齢層（13 歳～18 歳）の若者の相談支援

のあり方を検討することや、若者やその保護者を支援するためのプログラムや小冊子を作成し、地域でプログラムを提供できる取組みを広げていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜検討項目＞ ※福祉関係者、自立支援の団体、教育関係者による横断的なプロジェクトを設置する。 
 

（１） 低所得世帯における世帯状況と支援ニーズの把握  

（２） アセスメントと相談支援につなげる仕組み  

（３） 生きる力を共に育てるノート  

（４） 保護者への応援冊子  

低所得世帯の若者への支援プロジェクト（仮称） 

 

目的 

平成 25 年７月 11 日 東京都社会福祉協議会

 

学習支援団体の充実強化 

プログラムの実施 

地域若者サポートステーション 

 

      施設退所者向けの自立支援プログラムを 

低所得の若者に応用 

施設等退所者支援団体等 

＜支援の対象＞ 

 

低所得世帯の 

若者への支援 
 

自立支援

の 

ノウハウ 

委員の構成 
＊学識経験者 

＊地域若者サポートステーション 

＊自立支援団体 

＊リービングケア委員会（部会） 

＊福祉事務所 

＊社協（地域担当・生活福祉資金担当） 

＊学習支援団体 

＊定時制高校 

＊学校関係者 

 

生活保護世帯における自立支援の取組みを、地域の若者層

に応用 

自立支援

の 

ノウハウ

福祉事務所 

区市町村社会福祉協議会 

若者への相

談支援の 

ノウハウ 

学習支援団体 

定時制高校 

サポート校 
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所管：東京都社会福祉協議会 総務部企画担当 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年度「低所得世帯の若者への支援プロジェクト」年間スケジュール 
事業概況 年度目標 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

＊ プ ロ ジ ェ ク ト の 設 

置 

＊把握と支援、ニーズ

把 握 の た め の ヒ ア

リング 

＊プログラムの作成 

(1)関 係 機 関 に よ る 活 用 を 見 据 え

た本人向けのプログラムを開発

する。 

(2)発 見 と ア セ ス メ ン ト に 焦 点 化

し、支援ニーズを発見できるし

く み と 発 見 し た ニ ー ズ へ の ア

プローチのあり方を整理する。

前 年 度 Ｐ

Ｊ の ま と

め 

Ｐ Ｊ メ ン

バー調整 

  ＰＪ①  ＰＪ②  ＰＪ③  ＰＪ④  

 

低所得世帯の

若者をどのよ

うに把握し、支

援に結びつけ

るか検討する 

事業展開のイメージ 

アセスメントと相
談支援につなげる
しくみ （～Ｈ27）
学校、社協、地域若者サポートステ

ーション、学習支援団体で使用 

関係機関のヒアリング 
  

 

内容 
 ・支援の対象となる層をどのように把握し、支 

  援に結びつけるか検討する。 
・支援ニーズを明らかにし、プログラム・小冊 

子を作成し広げていくための参考にする。 
 
対象 
 区市町村社協をはじめとしたプロジェクト 

メンバー 
 
実施時期 

平成 25 年５月～７月 

 

 

 

支援ニーズ

を把握する 

生きる力を共に育
てるノート（Ｈ25）
学校、社協、地域若者サポートステ

ーション、学習支援団体で使用 

「支援ニーズ」「それに対するアプロー

チの視点」をヒアリング 
ヒアリングをもとにしたノート開発 

ヒ ア リ ン

グ結果  

報告書  

 

ノ ー ト

作 成  

親への応援冊子 
（Ｈ26） 

学校等で配布 
 

所管：東京都社会福祉協議会 総務部企画担当 


